
澆 広報くろしお  №186　2021（令和3）年9月号

　
ネ
ス
ト
・
ウ
エ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
土
佐

が
こ
の
程
、
施
設
敷
地
内
へ
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
施
設
（
※
）
を
新
設
し
、
７
月
２７
日

（
火
）
、
関
係
者
を
招
待
し
完
成
セ
レ
モ

ニ
ー
と
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
松
本
敏
郎
町
長

な
ど
約
２０
名
が
出
席
。
同
施
設
・
代
表

取
締
役
の
山
本
祥
平
さ
ん
か
ら
「
黒
潮

町
や
幡
多
地

域
に
は
他
に

は
な
い
た
く

さ
ん
の
魅
力

的
な
観
光
資

源
が
あ
る
。

こ
の
新
し
い

施
設
が
観
光

の
拠
点
と
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
「
ｎ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
」
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

「
く
ち
ば
し
」
と
い
う
意
味
で
、「
巣
」
と

い
う
意
味
を
持
つ
同
施
設
名
と
の
親
和

性
を
持
た
せ
た
と
い
う
こ
と
。
ト
レ
ー

ラ
ー
ハ
ウ
ス
型
の
施
設
（
４
名
ま
で
宿

泊
可
能
）
２
基
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
デ
ッ
キ
、
屋
上
テ
ラ
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
、

ト
イ
レ
な
ど
を
完
備
し
、
７
月
３１
日（
土
）

に
正
式
な
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

※
グ
ラ
マ
ラ
ス

キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
の
略
。
テ

ン
ト
設
営
や

食
事
の
準
備

な
ど
の
煩
わ

し
さ
を
省
略

化
し
た
キ
ャ

ン
プ
の
総
称
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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ト
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ラ
ン
ピ
ン
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プ
レ
イ
ス

「
ｎ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
」
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

バルーンリリースをする出席者ら

完成したグランピング施設

トーチを持ち笑顔を見せる
久保さん（写真左）・塩田さん（写真右）

「同級生聖火ランナー」が黒潮町で再会
　1964年と2020年、それぞれの東京オリンピックで聖火

ランナーを務めた同級生の2人が8月2日（月）、黒潮町で再

会し、役場本庁舎で展示をしていた自身のトーチを片手に笑

顔で記念撮影を行いました。

　2人は大方中学校時代、陸上部に所属し青春をともにした

同級生。1964年に久保一博さん（旧姓:澳本）が、その後

50年以上の時を経て、塩田充幸さんが2020年のオリンピ

ック聖火ランナーとして高知県を駆け抜けました。

　久保さんは中学校入学時、野球部に入部しようとしていた

ところ、当時の顧問の先生に声をかけられ陸上部へ入部。同

じく陸上部へ入部した塩田さんとともに部活動に励み、塩田さんが長距離を走る時には久保さんが

自転車で伴走をしたりするなど、青春時代をともにしました。

　現在は、北海道札幌市に住み、不動産業を営む久保さんと、黒潮町に住み建築業を営む傍ら、陸

上クラブ「大方JAC」で子どもたちに陸上を指導する塩田さん。オリンピックの開催年に合わせ、4

年に1回は2人を含む同級生と同窓会を行っておりそこで顔を合わせていましたが、新型コロナウ

イルス感染症の影響で久しぶりの再会となったこの日。久保さんは、塩田さんについて、「今でも走

り続ける現役で、本当に頑張っている。頭の下がる思い。充幸くんが聖火ランナーをすると聞いた

時は、感激したね」と話していました。また、塩田さんは、「聖火ランナーが決まったその日の夜に一

博くんに電話をした。やっと追いついた、そう話しましたよ」と振り返りました。

　久保さんは久しぶりの黒潮町に「やっぱり懐かしいし、こういう友がいるから。本当に良いところ

です」と安心した表情を浮かべ、塩田さんや一緒に集まった旧友らとの再会を喜んでいました。
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黒潮町公式Instagram
　黒潮町公式インスタグラムでは、いつもの景色を少し見方を変

えてより楽しんでもらえるよう、季節やイベントに合わせた黒潮町

の写真をお届けしています。ぜひ一度のぞいてみてください。 

インスタグラムで @kuroshio_town で検索してみてね

〇お問い合わせ　企画調整室 企画振興係　蕁43－2177


